
総合リハ・41 巻 8 号・2013 年 8 月 765　

　文部科学省は 5 月 23 日，特別支援学校教員の免
許保有状況調査の結果を公表した．自分が担当する
障害種別の免許を持っているのは 4 万 3,547 人で
約 7 割にとどまることが分かった．全国の特別支援
学校の教員や教育委員会を対象に 2012 年 5 月 1 日
時点の状況を調べた．
　障害種別ごとの免許保有状況は，知的障害 2 万 

8,994 人（74％），肢体不自由 9,191 人（72％），病
弱 2,019 人（74％），聴覚障害 1,825 人（46％），視
覚障害 1,518 人（55％）だった．
　都道府県別では，秋田（92％），岩手（89％），茨

城（88％）の保有率が高く，沖縄（52％），大阪（55％），
高知（56％）が低かった．
　特別支援学校教諭の免許は，2007 年度の制度化に
伴い，従来の盲，ろう，養護学校別の免許が，5 つ
の障害種別に共通する専門資格として一本化され
た．ただ，小・中・高校の免許があれば当面，特別
支援学校の教員になれるため，担当児の障害特性な
どの知識や理解が不足する教員が教えたり，十分な
支援が受けられなかったりするなどの問題が起きて
いる．
 （福祉新聞・第 2625 号　2013 年 6 月 10 日）

特別支援学校教員，担当の障害種別免許保有は 7 割News
ニュース
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